
い
け
ん
だ
道
の
修
復

一
昨
年
の
台
風
被
害
に
よ
る
「
い
け
ん
だ
道
」

は
令
和
３
年
１
月
に
完
成
し
通
行
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

倒
木
の
あ
っ
た
斜
面
の
山
は
財
産
区
有
地
で
す

の
で
、
木
の
伐
採
や
処
理
に
つ
い
て
は
財
産
区

会
計
よ
り
支
出
し
ま
し
た
。

尚
赤
線
の
山
道
は
市
建
設
課
に
依
頼
し
完
成
し

た
も
の
で
す
。

津
波
避
難
訓
練
中
止
の
お
知
ら
せ

３
月
７
日
（
日
）
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
恒

例
の
令
和
２
年
度
下
田
市
津
波
避
難
訓
練
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を

踏
ま
え
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
は
無
く
て
も
災
害
に
対
す
る
心
構
え
は

忘
れ
な
い
様
に
し
ま
し
ょ
う
。

１
／
31
（
日
）
水
仙
ま
つ
り
終
了

観
光
部
長

森

健
太
郎

第
55
回
水
仙
ま
つ
り
は
大
き
な
事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
売
上
６
，
２
９
７

千
円
、
前
年
比
１
，
０
４
４
千
円
増
、
来
場
車

数
（
有
料
の
み
）
６
，
６
６
７
台
、
前
年
比
４
，

５
７
５
台
減
と
増
収
減
車
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
渦

で
来
場
者
が
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
駐
車

料
金
の
改
定
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
売
上
は
増

加
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
水
仙
ま
つ
り
に
お
い
て
は
２
つ
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
1
つ
目
は

GoTo

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
秋
口
に
は
Ｔ
Ｖ
を

中
心
に
多
く
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
愚
策
等
と

酷
評
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
12
月
28
日

のGoTo

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
国
一
斉
停
止
発
令
ま

で
の
実
績
は
前
年
同
日
比
で
売
上
８
３
９
千
円

増
、
来
場
車
数
３
８
１
台
増
と
非
常
に
好
調
な

数
字
を
計
上
し
ま
し
た
。
い
か
に
観
光
産
業
に

お
い
て
同
施
策
が
有
効
か
つ
効
果
的
で
あ
っ
た

か
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
12
月
29
日
以
降
に

お
い
て
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果
が
な
く
な
っ

た
事
か
ら
来
場
者
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
ま

し
た
。

こ
の
減
少
に
更
な
る
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
、

2
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
1
月
7
日
の
緊
急

事
態
宣
言
発
令
で
す
。
こ
の
発
令
に
よ
り
、
首

都
圏
エ
リ
ア
か
ら
の
来
場
者
が
急
激
に
減
少
し

た
事
か
ら
、
前
年
同
日
比
で
も
3
割
〜
4
割
減

と
な
る
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
苦
境
下
に
お
い
て
駐
車
場
の
売
上
を
下
支
え

し
て
く
れ
た
の
は
、
静
岡
県
内
か
ら
の
来
場
者

で
あ
り
、
1
月
19
日
静
岡
県
感
染
拡
大
緊
急
警

報
以
降
も
ド
ラ
イ
ブ
客
を
中
心
に
多
く
の
方
が

来
場
し
、
1
日
の
9
割
以
上
は
県
内
ナ
ン
バ
ー

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
渦
で
越
県
す
る
事
に
抵
抗
が

あ
っ
た
為
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
減
車
状
況
を
勘
案
す
る
と
改
め
て
外

部
依
存
が
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
外
部

か
ら
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
為
に
も
、
現
状
よ

り
も
更
な
る
魅
力
的
な
場
所
や
空
間
を
提
供
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
一
つ
に
し
て
も
風
光
明

媚
な
岬
に
見
え
る
事
に
満
足
せ
ず
に
、
風
光
明

媚
に
魅
せ
る
工
夫
や
努
力
、
計
画
が
必
須
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
現
在
、
芝
生
公
園
か
ら
入
田

浦
に
か
け
て
は
雑
木
、
雑
草
、
ゴ
ミ
で
酷
い
状

況
で
す
。
せ
っ
か
く
美
し
い
入
り
江
に
な
る
潜

在
能
力
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず･････

ま
た
、

旧
キ
ャ
ン
プ
場
跡
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る

も
50
年
近
く
手
付
か
ず
で
全
く
活
か
さ
れ
て
い

な
い
状
態
で
す
。
よ
り
美
し
い
自
然
や
爪
木
崎

の
魅
力
を
多
く
の
お
客
様
に
感
じ
て
も
ら
う
為

に
も
今
後
も
継
続
し
て
清
掃
活
動
を
徹
底
す
る

と
同
時
に
爪
木
崎
の
魅
力
化
を
推
し
進
め
る
べ

く
、
創
意
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

須
崎
乙
女
桜
の
開
花

水
仙
ま
つ
り
に
咲
く
早
咲
き
の
桜
を
会
で
は

原
木
か
ら
接
ぎ
木
し
育
成
し
て
来
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
メ
ン
バ
ー
は
漁
民
会
館
前
や
爪
木

崎
入
口
な
ど
、
目
に
付
き
易
い
場
所
に
植
栽
し

て
参
り
ま
し
た
。
桜
の
木
も
幼
木
の
内
に
は
花

を
つ
け
ま
せ
ん
。

本
年
度
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
淡
い
ピ
ン
ク

の
花
弁
を
つ
け
ま
し
た
。
原
木
同
様
に
育
っ
た

桜
は
爪
木
崎
入
口
に
咲
い
て
い
ま
す
。
こ
の
桜

が
大
き
く
な
れ
ば
桜
の
咲
く
里
に
な
り
ま
す
。

すいせん（須崎区ニュース）2月号 令和3年2月4日(木） （令和2年度第10号通巻第180号）

発
行
者

須
崎
協
議
会

文
化
厚
生
部

下
田
市
須
崎
一
七
九
九
番
地

須
崎
漁
民
会
館
内

電
話

０
５
５
８
（
２
２
）
８
０
５
６

題字:梅田弥祐先生

須
崎
御
用
邸
、
市
制
五
十
周
年

（
爪
木
崎
の
再
生
の
夢
）

区
長

土
屋

磯
雄

2
月
を
迎
え
区
の
任
期
も
少
な
く
な
っ
た
。
水
仙
ま
つ

り
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
来
遊
客
は
減
少
し
た
が
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
た
。

水
仙
ま
つ
り
は
55
回
が
過
ぎ
た
が
、
市
政
よ
り
以
前
に

実
行
さ
れ
て
い
た
事
が
判
る
。
先
輩
の
う
ど
ん
や
の
村
田

さ
ん
に
伺
っ
た
話
で
は
、
当
時
水
仙
ま
つ
り
は
来
遊
客
で

賑
わ
っ
て
柿
崎
ま
で
車
が
つ
な
が
り
そ
の
対
策
で
悩
み
ま

し
た
。
市
に
は
毎
年
５
百
万
円
寄
付
を
し
た
。
又
小
白
浜

か
ら
爪
木
ま
で
の
遊
歩
道
建
設
に
は
環
境
庁
の
指
導
も
厳

し
く
苦
労
し
た
そ
う
だ
。
ま
だ
河
津
や
南
伊
豆
の
桜
ま
つ

り
は
開
催
さ
れ
る
前
で
あ
っ
た
。
水
仙
ま
つ
り
は
盛
大
で

あ
っ
た
が
現
在
は
当
時
に
比
較
し
隔
世
の
観
が
あ
る
。

爪
木
崎
に
は
御
用
邸
が
あ
り
昭
和
天
皇
陛
下
以
来
、
平

成
、
令
和
の
陛
下
が
御
静
養
さ
れ
る
地
で
も
あ
る
。
市
当

局
に
は
須
崎
御
用
邸
で
も
結
構
だ
が
、
正
式
名
称
と
し
て

下
田
市
須
崎
御
用
邸
と
し
、
広
く
国
民
に
下
田
市
須
崎
爪

木
崎
に
あ
る
皇
室
の
御
用
邸
に
名
称
変
更
を
お
願
い
し
て

い
る
処
で
あ
り
ま
す
。

爪
木
崎
の
風
光
明
媚
な
こ
と
は
訪
れ
る
人
が
皆
さ
ん
感

激
し
ま
す
。
区
に
昭
和
48
年
４
月
１
日
の
須
崎
財
産
区
所

有
の
爪
木
崎
一
帯
を
保
健
休
養
林
（
グ
リ
ー
ン
エ
リ
ア
）

造
成
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
協
定
書
を
取
り
交
わ
し

た
コ
ピ
ー
が
あ
り
ま
す
。
財
産
区
管
理
者
下
田
市
長
石
井

基
、
財
産
区
議
長
田
中
若
吉
、
入
会
権
者
代
表
区
長
山
本

信
一
が
協
定
し
た
も
の
で
す
。

内
容
は
事
業
費
９
千
万
円
、
３
ヶ
年
継
続
事
業
（
昭
和

48
〜
50
年
）
財
源
は
県
補
助
金
３
千
万
円
、
市
費
４
千
万

円
、
財
産
区
２
千
万
円
と
す
る
。
施
行
は
下
田
市
が
行
い

地
元
の
意
見
を
尊
重
す
る
。
完
了
後
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
県
、
市
、
財
産
区
、
入
会
権
者
代
表
に
よ
る
管
理
運

営
委
員
会
を
設
置
す
る
。

こ
の
様
な
経
過
で
爪
木
崎
の
灯
台
を
含
む
九
十
浜
ま
で

の
遊
歩
道
や
東
屋
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
、
椿
林
、
管
理
棟

が
で
き
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
昭
和
48

年
の
９
千
万
円
は
、
現
在
の
２
億
２
千
８
百
万
円
に
相
当

す
る
金
額
で
す
。

こ
の
事
業
は
昭
和
46
年
に
須
崎
御
用
邸
が
完
成
し
３
年

後
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
先
人
の
為
政
者
は

陛
下
の
御
静
養
さ
れ
る
御
用
邸
附
近
を
、
静
謐
で
健
康
的

な
地
区
に
考
え
グ
リ
ー
ン
エ
リ
ア
を
設
定
さ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

現
在
の
須
崎
の
現
状
は
少
子
化
、
高
齢
化
で
人
口
の
減

少
、
そ
れ
に
対
し
空
き
家
の
増
加
、
１
次
産
業
の
衰
微
、

区
の
各
種
役
員
の
不
足
な
ど
問
題
は
山
積
さ
れ
て
い
る
。

須
崎
の
活
性
化
は
爪
木
崎
を
健
全
な
保
養
地
区
と
し
、

か
つ
て
の
水
仙
ま
つ
り
の
様
な
賑
わ
い
を
演
出
し
、
区
政

運
営
費
や
地
元
雇
用
で
働
く
場
の
確
保
を
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
市
で
も
敷
根
に
は
運
動
公
園
が
あ
る
。

爪
木
崎
で
は
一
般
市
民
に
は
健
康
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
、
高
齢
者
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
子
供
達
の
遊
ぶ

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
公
園
、
何
よ
り
も
海
が
き
れ
い
な
、
い
け

ん
だ
浜
や
入
田
浦
の
海
水
浴
場
化
。

ま
た
爪
木
一
帯
に
は
青
年
山
に
あ
る
大
正
天
皇
碑
、
雅
の

岡
先
端
に
あ
る
昭
和
天
皇
皇
后
の
歌
碑
、
今
は
枯
れ
て
な

く
な
っ
た
平
成
陛
下
お
手
植
え
の
松
、
敬
宮
愛
子
様
御
誕

生
の
碑
な
ど
が
あ
る
。

植
物
で
は
野
水
仙
群
生
地
は
も
と
よ
り
パ
ン
パ
ス
グ
ラ
ス
、

石
蕗
、
昭
和
陛
下
発
見
の
ア
サ
ツ
キ
な
ど
も
あ
る
。

皇
室
の
植
物
を
研
究
さ
れ
て
い
る
今
田
博
士
は
、
爪
木

崎
に
は
南
限
と
北
限
の
植
物
が
混
じ
り
合
う
特
殊
地
域
で

あ
る
と
教
え
ら
れ
た
。

野
鳥
の
会
か
ら
は
爪
木
崎
か
ら
南
北
に
鳥
は
渡
る
中
継
地

で
あ
る
と
も
聞
い
た
。
確
か
に
晩
秋
に
ツ
バ
メ
が
大
集
合

を
す
る
の
を
見
た
事
が
あ
る
。

爪
木
崎
灯
台
付
近
に
は
柱
状
節
理
の
ジ
オ
も
あ
る
。

今
夏
蝶
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
須
崎
で
見
た
。

爪
木
の
小
川
に
ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
物
生
育
の
池
）
な
ど

作
り
自
然
観
察
を
子
供
達
に
学
ば
せ
た
い
な
ど
夢
は
尽
き

な
い
が
、
自
然
と
共
生
し
た
健
全
な
爪
木
崎
作
り
に
行
政

と
も
相
談
し
推
し
進
め
た
ら
と
夢
見
る
。

一
月
の
実
施
行
事

１
日(

金)

元
日

２
日(

土)

新
春
船
祈
祷
祭
及
び
船
主
総
会

５
日(

火)

回
覧
日
、

９
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

ど
ん
ど
や
立
て
（
子
ど
も
会
）

10
日(

日)

わ
ら
い
の
輪
の
音
楽
会

中
止

11
日(

月)

【
成
人
の
日
】

NHK

宝
メ
シ
Ｇ
Ｐ
リ
モ
ー
ト
中
継

15
日(

金)

ど
ん
ど
焼
き
（
子
ど
も
会
）

20
日(

水)

協
議
会
定
例
会

23
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

二
月
の
予
定
行
事

４
日(

木)

回
覧
日
、

５
日(

金)

が
ん
検
診
（
市
民
保
健
課
）

わ
ら
い
の
輪
の
会

中
止

６
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

10
日(

水)

財
産
区
議
会
／
協
議
会
定
例
会

11
日(

木)

【
建
国
記
念
の
日
】

12
日(

金)

が
ん
検
診
（
市
民
保
健
課
）

15
日(

月)

須
崎
初
午
祭
（
両
神
社
）

※
須
崎
で
は
立
春
過
ぎ
の
初
午
日
に
行
い
ま
す

19
日(

金)

回
覧
日
、

20
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

23
日(

火)

【
天
皇
誕
生
日
】

26
日(

金)

乳
が
ん
検
診
（
市
民
保
健
課
）

28
日(

日)

区
協
議
会
出
納
閉
鎖

三
月
の
予
定
行
事

４
日(

木)

市
県
民
税
申
告
会
（
市
税
務
課
）

５
日(

金)

回
覧
日
、
わ
ら
い
の
輪
の
会

６
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

７
日(

日)

下
田
市
津
波
避
難
訓
練

中
止

19
日(

金)

回
覧
日
、

20
日(

土)

【
春
分
の
日
】

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

28
日(

日)

須
崎
区
協
議
会
総
会

〜
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
〜

《
１

月
》

６
日

倉
本

達
男

さ
ん

７
７
歳
（
達
の
屋
）

８
日

近
藤

義
則

さ
ん

７
６
歳
（
三
井
浜
）

14
日

村
瀬

ろ
く

さ
ん

９
１
歳
（
村

瀬
）

15
日

田
中

清

さ
ん

８
３
歳
（
彦

屋
）

17
日

土
屋

育
子

さ
ん

８
２
歳
（
新

家
）



漁
民
会
館
エ
ア
コ
ン
設
置
完
了

故
障
し
て
か
ら
７
年
経
過
し
て
い
た
舞
台
側
エ

ア
コ
ン
の
新
設
工
事
を
、
森
電
（
森
英
一
氏
）
に

依
頼
し
１
月
下
旬
に
設
置
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
会
館
ホ
ー
ル
内
は
２
台
の
エ
ア
コ
ン

運
転
と
な
り
、
機
械
の
負
荷
も
減
り
効
率
の
良
い

室
内
空
間
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

須
崎
で
見
か
け
る
、
迷
惑
な
植
物

22
、
ノ
ビ
ル
（
野
蒜
）

ノ
ビ
ル
の
語
源
は
、
野
に
生
え
る
ヒ
ル

（
蒜
）
と
い
う
意
味
で
す
。
蒜
は
食
べ
る
と

き
に
辛
く
て
舌
が
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
ネ
ギ
や
ニ

ン
ニ
ク
、
ニ
ラ
な
ど
ネ
ギ
属
の
野
菜
の
古
称

で
す
。
ノ
ビ
ル(

野
蒜)

は
、
全
国
の
野
原
、

河
原
の
土
手
な
ど
に
自
生
し
て
お
り
、
葉
の

断
面
が
Ｖ
字
型
で
ニ
ラ
の
様
な
感
じ
で
す
。

花
期
は
初
夏
か
ら
夏
（
５
〜
６
月
）
こ
ろ
で
、

40
〜
60
㎝
に
達
す
る
花
茎
の
先
端
に
ネ
ギ
坊

主
を
細
く
小
さ
く
し
た
よ
う
な
、
ニ
ラ
や
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
と
よ
く
似
た
花
を
つ
け
ま
す
。

開
花
後
、
花
茎
頂
に
、

花
に
な
る
は
ず
の
細
胞

が
変
化
し
て
、
小
さ
な

球
根
の
よ
う
な
珠
芽

（
む
か
ご
）
が
で
き
、

ポ
ロ
ポ
ロ
落
ち
て
繁
殖

し
ま
す
。
ま
た
、
む
か

ご
以
外
に
も
、
球
根
が

盛
ん
に
分
球
し
て
繁
殖

す
る
の
で
絶
や
す
の
は

た
い
へ
ん
で
す
。

ノ
ビ
ル
は
古
来
か
ら

薬
草
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
て
お
り
、
滋
養

強
壮
に
役
立
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
用
と

し
て
も
、
生
で
酢
味
噌
和
え
、
天
ぷ
ら
、
味

噌
汁
の
具
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
よ
う
に
甘
酢
漬

け
や
ピ
ク
ル
ス
、
ニ
ン
ニ
ク
の
よ
う
に
醤
油

漬
け
に
す
る
。
な
ど
様
々
な
方
法
で
食
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

花
言
葉
は
「
タ
フ
な
あ
な
た
の
こ
と
が
好
き
」

な
ん
だ
か
よ
く
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

すいせん（須崎区ニュース）2月号 令和3年2月4日(木） （令和2年度第10号通巻第180号）

自
慢
で
き
る
地
区
づ
く
り
担
い
手
に

浜
崎
小
学
校
長

菊
池

正
仁

新
年
を
迎
え
、
子
供
た
ち
も
職
員
も
気
持
ち
を
新
た

に
３
学
期
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
須

崎
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
さ
て
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

収
束
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
が
、

も
う
し
ば
ら
く
は
気
を
引
き
し
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
中
に
も
、
保
護
者
の
皆

様
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
日
、
テ
レ
ビ
の
ご
当
地
自
慢
の
番
組
で
「
い
け
ん

だ
に
み
そ
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
は
以
前
か

ら
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
地
元
で
と
れ
た
海
や
畑
の

産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
こ
の
料
理
の
味
だ
け
で
な

く
、
人
々
の
温
か
さ
も
伝
わ
る
と
い
い
な
と
思
い
な
が

ら
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
水
仙

祭
で
は
イ
ノ
シ
シ
を
使
っ
た
も
の
も
ふ
る
ま
わ
れ
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
方
に
須
崎

地
区
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
毎
月
「
す
い
せ
ん
」
が
刷
り

上
が
る
と
真
っ
先
に
学
校
に
届
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
区
長
さ
ん
の
造
詣
が
深
い
文
に
加
え
、
地
区
の
様

子
も
よ
く
分
か
り
、
職
員
に
も
回
覧
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
「
い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス
」
が
よ
く
話
題
に
な

り
ま
す
。
ま
た
保
護
者
の
方
や
地
域
の
方
か
ら
イ
ノ
シ

シ
の
目
撃
情
報
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
連
絡
を
い
た
だ
い

た
ら
様
子
を
見
に
行
っ
た
り
下
校
に
付
き
添
っ
て
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
休
校
時
や
休
校
明
け
間
も
な
く
に

時
期
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も
入
っ
て
荒
ら
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
数
十
年
前
ま
で
は
「
人
の
に
お
い
が

す
る
と
こ
ろ
に
は
来
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
頃
と
は
確
実
に
環
境
が
変
わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
。
安
全
面
も
含
め
て
う
ま
く
共
存
し
て
い
け
な
い
も

の
か
と
思
い
ま
す
。

朝
、
爪
木
崎
口
の
信
号
に
立
ち
、
子
供
た
ち
と
歩
く

の
で
す
が
、
通
学
路
に
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
区
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ

ミ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
心
苦
し
い
と
い
う
思

い
と
、
子
供
た
ち
に
こ
う
し
た
様
子
は
見
せ
た
く
な
い

と
い
う
思
い
か
ら
手
に
も
て
る
範
囲
で
す
が
ゴ
ミ
を
拾

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
に
気
づ
い
て
、
声

を
掛
け
て
く
れ
た
り
自
分
も
拾
お
う
と
し
た
り
す
る
子

供
も
い
ま
す
。
時
期
が
時
期
だ
け
に
子
供
た
ち
に
は
触

ら
な
い
よ
う
に
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
が
、
「
き
れ
い

な
須
崎
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
分
か
っ
て
く
れ
る

子
供
た
ち
に
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
未
来
に
向
け
て
、
人
・
動
物
・
自
然
の
す
べ
て
が

成
り
立
つ
素
晴
ら
し
い
郷
土
の
担
い
手
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

須
崎
の
歴
史
を
訪
ね
て
・
・
№
22

わ
が
村
の
記
録

そ
の
12

「
建
功
史
」
抜
粋
（
須
崎
の
海
を
守
っ
た
史
実
）

出
入
り
も
仕
舞
い
、
名
主
妻
女
は
夫
の
運
を
祈
り
白

浜
村
明
神
宮
に
裸
足
詣
り
を
致
し
願
い
の
通
り
の
勝
を

得
た
の
で
礼
参
り
に
行
っ
た
。
観
音
寺
和
尚
は
田
牛
村

渡
辺
弥
惣
衛
門
殿
子
息
で
大
賀
茂
村
曹
洞
院
１
７
世
巨

州
和
尚
の
弟
子
で
あ
る
。
明
和
２
年
７
月
５
日
御
入
院

に
な
り
１
４
世
の
山
主
で
あ
る
。
出
入
中
５
ヶ
年
の
間
、

御
裁
許
を
蒙
ら
ん
が
た
め
毎
日
金
剛
経
を
読
誦
さ
る
。

博
学
多
才
に
わ
た
ら
せ
知
見
他
に
越
え
た
る
尊
師
で
あ

る
。勘

定
を
仕
終
り
５
月
２
５
日
夜
福
寿
庵
（
今
の
庚
申

堂
に
あ
っ
た
）
に
惣
役
人
を
集
め
惣
勘
定
を
し
た
。
組

頭
衆
か
ら
月
々
晦
日
毎
に
渡
し
年
寄
衆
が
請
取
通
帳
に

書
き
３
，
４
ヶ
月
に
１
度
金
高
を
調
べ
て
支
払
金
と
し

て
名
主
へ
渡
し
請
取
書
を
出
し
た
。
総
合
計
は
金
２
４

０
両
４
３
６
文
惣
入
用
な
り
、
名
主
は
金
銀
一
切
手
に

取
ら
ず
、
５
文
２
文
の
事
に
も
賄
い
方
か
ら
貰
い
小
前

帳
に
出
金
の
都
度
、
明
瞭
に
致
し
た
。

境
塚
造
築
は
６
月
２
１
日
尾
竹
か
ら
築
き
初
め
戸
取

ま
で
１
６
塚
築
く
。
塚
の
下
へ
境
炭
入
れ
置
く
（
炭
は

何
年
た
っ
て
も
腐
ら
な
い
）
。
御
見
分
御
役
人
は
村
境

の
塚
に
不
相
応
で
あ
る
両
村
立
会
い
で
大
き
く
築
き
直

せ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
島
は
丸
々
須
崎
分
、
右
島
外

と
海
は
外
浦
分
と
外
浦
名
主
伝
兵
衛
殿
と
相
談
し
当
村

分
に
決
定
し
置
く
。
塚
も
築
き
最
早
心
障
り
も
無
く
な

り
名
主
退
役
願
書
を
認
め
置
く
。
６
月
２
９
日
後
役
の

札
を
開
い
た
処
、
土
屋
伝
兵
衛
が
落
札
し
名
主
を
相
勤

め
る
。
相
手
側
の
落
度
は
、
一
つ
は
絵
図
面
の
測
量
が

違
う
、
二
つ
は
絵
図
面
の
赤
崎
の
書
付
書
が
な
く
証
拠

に
な
ら
な
い
、
三
つ
は
伝
法
治
右
衛
門
か
ら
戸
取
ま
で

無
証
拠
で
確
か
な
こ
と
は
一
向
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

大
尾
（
結
末
）
要
約
す
る
と
「
建
功
史
」
と
自
ら
表

題
し
た
の
で
は
な
い
、
奇
特
な
人
が
名
付
け
下
さ
れ
表

紙
書
を
致
し
た
。
文
中
に
は
苦
労
の
数
や
命
懸
け
の
難

儀
へ
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

天
正
１
８
年
御
検
地
か
ら
安
永
２
年
迄
、
２
０
０
年

こ
れ
程
の
難
儀
は
な
か
っ
た
。
村
有
る
限
り
御
水
帳
と

共
々
伝
え
か
し
。
必
共
に
廃
書
な
さ
ら
ぬ
様
頼
み
上
げ

る
。
若
し
廃
書
と
な
さ
れ
ば
死
後
と
い
え
ど
も
恨
み
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

安
永
３
年
午
１
２
月

現
代
文
に
ま
と
め
本
に
し
た
、
田
中
道
知
さ
ん
は
坂

条
屋
号
喜
右
の
人
、
水
産
庁
で
は
鈴
木
善
幸
元
総
理
の

上
司
で
あ
る
。

氏
は
昭
和
１
８
年
、
水
産
団
体
法
の
改
正
が
あ
り
１
村

１
団
体
に
し
戦
争
遂
行
に
協
力
せ
よ
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
柿
崎
外
浦
と
１
つ
に
な
り
浜
崎
村
漁
業
会
を
作

れ
と
云
う
も
の
の
、
４
０
０
年
の
伝
統
の
あ
る
須
崎
の

地
先
か
ら
奪
い
取
り
柿
崎
外
浦
と
共
有
せ
よ
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
氏
は
長
崎
県
の
水
産
課
長
で
あ
っ
た
が
、

部
下
を
静
岡
県
に
出
張
さ
せ
解
決
し
た
。
昭
和
２
０
年

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
政
策
で
農
地
改
革
や
漁
業
改
革

が
実
施
さ
れ
た
。
氏
は
昭
和
２
３
年
農
林
省
の
役
人
を

辞
め
る
が
須
崎
漁
業
会
か
ら
招
集
を
受
け
た
。
途
中
の

文
は
割
愛
す
る
が
、
静
岡
県
庁
に
貸
切
バ
ス
で
乗
込
み

海
区
調
整
委
員
会
に
陳
情
し
漁
民
の
生
々
し
い
生
活
を

訴
え
、
昭
和
２
２
年
か
ら
１
年
間
の
外
浦
須
崎
の
漁
業

実
態
が
品
川
の
農
林
省
資
料
館
に
保
存
し
て
あ
る
。

館
長
は
氏
の
2
年
後
輩
で
あ
り
便
宜
を
図
っ
て
も
ら
っ

た
。
外
浦
に
接
し
た
地
区
に
入
会
権
を
認
め
る
事
で
妥

協
し
た
。
被
害
を
最
小
限
に
止
め
須
崎
の
海
を
守
っ
た

功
績
は
氏
の
力
で
あ
っ
た
。

振
り
出
し
に
戻
る
が
出
入
り
が
解
決
し
た
後
、
小
澤

長
兵
衛
翁
は
退
任
し
た
。
津
島
神
社
の
棟
札
に
「
こ
の

神
輿
は
小
澤
氏
の
発
願
す
る
処
で
あ
る
が
未
だ
こ
れ
を

果
た
さ
ず
旧
役
を
交
代
し
新
役
土
屋
伝
兵
衛
が
引
き
継

ぐ
」
と
あ
り
、
こ
の
出
入
り
で
功
績
の
あ
っ
た
村
役
人

の
家
が
夏
祭
り
の
お
休
み
処
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
お
祭
り
の
時
、
弥
三
の
長
老
森
蝶
蔵
氏
か
ら

聞
い
た
話
は
出
入
り
勝
訴
を
祝
い
重
郎
山
か
ら
尾
張
屋

ま
で
立
派
な
石
段
を
作
っ
た
。
又
祭
り
に
は
ぜ
い
ご

（
在
郷:

大
賀
茂
稲
梓
）
の
人
を
頼
ん
で
太
鼓
を
担
い

で
も
ら
っ
た
。
祭
り
は
無
礼
講
で
ど
の
家
で
も
御
馳
走

が
出
た
の
で
喜
ん
で
来
て
く
れ
た
と
聞
い
た
。

人
情
味
の
厚
い
村
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

〜
終
わ
り
〜

３
学
期
始
業
式

今
年
は
校
内
放
送
で
行
い
ま
し

た

火
災
避
難
訓
練

消
防
車
の
見
学

リ
モ
ー
ト
で
学
習

愛
知
と

東
京
を
結

び
ま
し

た

い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス

１
月
の
捕
獲
情
報

16
日
（
土
）
爪
木
田
ノ
浦
道
の
山
中
に
て

括
り
罠

８
０
㌔

１
頭

メ
ス

25
日
（
月
）
御
用
邸
内
に
て

は
こ
罠

９
０
㌔

１
頭

オ
ス


